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№№
事業名事業名
（所属課）（所属課）

判定結果判定結果 市の方針市の方針
（反映年度）（反映年度）

市の方針理由および今後の見直しなど市の方針理由および今後の見直しなど
当初予算（千円）当初予算（千円）

市民判定員市民判定員 仕分け人仕分け人 H23年度H23年度 H24年度H24年度

４４
文化振興支援事業文化振興支援事業

（生涯学習課）（生涯学習課）

市実施市実施

（要改善）（要改善）
不要不要

廃止・改善廃止・改善

（H24）（H24）
7,7157,715 3,9733,973

５５

社会福祉協議会社会福祉協議会

補助事業補助事業

（社会福祉課）（社会福祉課）

市実施市実施

（要改善）（要改善）

再検討・再検討・

見送り見送り

改善改善

（H24）（H24）
38,18638,186 40,05440,054

６６

シルバー人材シルバー人材

センター事業センター事業

（介護福祉課）（介護福祉課）

市実施市実施

（要改善）（要改善）

市実施市実施

（要改善）（要改善）

改善改善

（H24）（H24）
1,9721,972 1,9721,972

７

商工会育成支援

事業

（産業経済課）

市実施

（要改善）

再検討・

見送り

見直し・改善

（H24）
14,342 14,342

８

資源物回収助成

金交付事業

（生活環境課）

市実施

（要改善）

再検討・

見送り

廃止

（H25）
2,583 2,643

９

市道施設の維持

補修事業

（建設課）

市実施

（要改善）

市実施

（要改善）

改善

（H24）
116,657 101,612

　文化協会へ支出していた補助金について、再検討するとともに文文化協会へ支出していた補助金について、再検討するとともに文

化協会を経由してから各団体への補助金を廃止します。化協会を経由してから各団体への補助金を廃止します。

　今後、文化協会の運営について、自立可能な体制となるよう側面　今後、文化協会の運営について、自立可能な体制となるよう側面

的な支援を実施し、また、市全体の芸術文化振興について、さまざ的な支援を実施し、また、市全体の芸術文化振興について、さまざ

まな観点から見直していきます。まな観点から見直していきます。

　社協だよりなどを通して更なる広報活動に努め、委託料・補助金社協だよりなどを通して更なる広報活動に努め、委託料・補助金

の不用額は市へ返還していただくとともに、近隣の社会福祉協議会の不用額は市へ返還していただくとともに、近隣の社会福祉協議会

職員の給与水準や事業に対する人件費の割合を調査し、適切な委託職員の給与水準や事業に対する人件費の割合を調査し、適切な委託

料、補助金の算定に努めます。また、地域福祉事業に参入できる民料、補助金の算定に努めます。また、地域福祉事業に参入できる民

間業者、NPOを調査し、より経済的・効果的に実施できるものがあ間業者、NPOを調査し、より経済的・効果的に実施できるものがあ

れば、委託先の変更も検討します。さらに、施設管理業務は次回よれば、委託先の変更も検討します。さらに、施設管理業務は次回よ

り公募を検討します。なお、個々の事業の詳細は、事業ごとに会計り公募を検討します。なお、個々の事業の詳細は、事業ごとに会計

を区別し今後も公開します。を区別し今後も公開します。

　補助金の使途である人件費は最小限に抑えているため、更なる経補助金の使途である人件費は最小限に抑えているため、更なる経

費削減は難しいと思われます。今後の運営方針として、会員数の拡費削減は難しいと思われます。今後の運営方針として、会員数の拡

大に努めるとともに、官公庁からの受注を増やし、受注額の底上げ大に努めるとともに、官公庁からの受注を増やし、受注額の底上げ

を図っていきます。また、人口増が見込まれるみらい平地区においを図っていきます。また、人口増が見込まれるみらい平地区におい

て、受注につなげる積極的なアプローチを行います。これらの活動て、受注につなげる積極的なアプローチを行います。これらの活動

の継続、推進のためにも、Ｈ24年度においては現行どおりの補助の継続、推進のためにも、Ｈ24年度においては現行どおりの補助

金を出すことが望ましいと考えました。Ｈ25年度以降については、金を出すことが望ましいと考えました。Ｈ25年度以降については、

将来的な自立に向けた支援協議を行います。将来的な自立に向けた支援協議を行います。

　これまでの運営費補助から、補助対象を市の商工業の発展に寄与

する事業とする事業費補助に見直します。また、経営改善指導の成

果（満足度）を検証するため、指導受講者（参加者）へ、アンケー

ト調査を行います。さらに、本調査を経営改善指導内容の改善に反

映させるとともに、補助金効果の検証ツールの１つとして捉えてい

きます。なお、今後も引き続き、市、商工会、関係機関と協力し、

商工業の発展に寄与する新たな事業を調査・検討していきます。　

　本事業はリサイクルの推進および地域コミュニティの活性化を図

る目的で今日まで事業を実施しておりましたが、事業仕分けの結果

などを基に事業のあり方について検討しました。内容については、

現行では資源物の回収量１kgあたり一律の単価で助成金を交付し

ておりますが、検討の結果、各団体における資源物回収の助成は、

一応の役割を終えたものと考え、また、市財政状況などを考慮し、

今後は事業の廃止の方向で進めていきます。

　これまで臨時職員を雇用し日常パトロールおよび簡易補修を実施

し、道路瑕疵による事故発生率が減少傾向にあり、事業の効果が現

れているものと考えられます。今後も計画的補修と緊急対応による

補修を組合せ、効率的な市道管理に努めます。また、経済比較によ

りシルバー人材センターの活用が有効な場合は、委託を拡大するな

どコスト縮減を意識した事業の実施を徹底するとともに、更なるコ

スト縮減のため除草などの簡易な業務については、地区住民の方々

の協力が得られる体制作りなどを検討していきます。




